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今
の
う
ち
に 

「
ま
ち
の
ひ
ろ
ば
」
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知
っ
て
お
こ
う
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麻 

生
区
で
は
「
希
望
の
シ
ナ
リ

オ
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け

て
、令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）の
第

１
回
の
キ
ッ
ク
オ
フ
に
50
名
を
超
え

る
公
募
委
員
が
集
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
数
回
に
わ
た
り
リ
ア
ル
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
駆
使
し
て
検
討
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
な
か
で
、
「ま
ち
の
ひ
ろ
ば
」を

自
薦
・他
薦
で
掘
り
起
こ
そ
う
と
、区

か
ら
委
託
を
受
け
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
あ
さ
お
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
、
「ま
ち
の
ひ
ろ
ば
１
０
０
」プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

「ま
ち
の
ひ
ろ
ば
」は
、新
た
な
仲
間

と
出
会
い
、
つ
な
が
り
、
交
流
し
、
次

の
一
歩
へ
と
き
っ
か
け
と
な
る
場
所
で
、

区
内
に
は
数
多
く
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
取
材
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

残
念
な
こ
と
に
、コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
活

動
を
休
止
し
て
い
る
場
面
に
も
出
会

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
取
材
し

た
「ま
ち
の
ひ
ろ
ば
」が
連
携
し
て
、

点
が
線
に
な
り
、
面
に
な
り
、
大
き

な
う
ね
り
が
起
き
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
冊
子
は
、
麻
生
区
役
所
地
域

振
課
、麻
生
市
民
交
流
館
や
ま
ゆ
り

に
て
、
３
月
か
ら
配
布
予
定
で
す
。 

A4サイズ・オールカラー、全１０２件
を掲載。配布無料だが、数量限定 

理
事
長 

植
木
昌
昭 

あ
さ
お
区
民
記
者
が
取
材
し
た
市
民
活

動
団
体
や
グ
ル
ー
プ
も
載
っ
て
い
ま
す 

 

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
４
月

以
降
の
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
）
は

「
歌
声
喫
茶 

春
」
を
皮
切
り

に
多
く
の
も
の
が
中
止
・
延
期

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、

対
策
が
容
易
で
、
リ
ス
ク
の
小

さ
い
「
麻
生
区
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
支
援
事
業｣｢

家
族
で

学
ぼ
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」「
ワ
ー

ド
と
エ
ク
セ
ル
表
計
算
塾
」「
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
講
座
」
は
会

場
人
数
を
変
更
し
て
実
施
、
従

来
通
り
の
成
果
が
得
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
ま
す
。 

 

麻
生
市
民
交
流
館
や
ま
ゆ
り

は
、開
館
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。

多
く
の
区
民
に
知
っ
て
頂
き
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
時
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も｢

麻
生
市
民
館
」「
川

崎
市
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
「
新

百
合
ト
ウ
ェ
ン
テ
ィ
ワ
ン
ホ
ー

ル｣｢

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
新
百
合
ヶ
丘｣

と
と
も
に
、
高
位
の
“
劇
場
・

ホ
ー
ル
等
の
施
設
”
と
し
て
認

知
さ
れ
て
お
り
、
運
営
者
と
し

て
の
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

の
推
移
は
、
見
通
し
で
き
ま
せ

ん
が
、
市
民
活
動
の
支
援
、
地

域
デ
ビ
ュ
ー
支
援
、
市
民
活
動

の
場
の
提
供
、
資
金
面
・
ノ
ウ

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る 

「
や
ま
ゆ
り
」
の
各
種
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て 

ハ
ウ
の
面
で
の
支
援
、発
表
の
場

の
提
供
な
ど
“
麻
生
区
の
市
民

活
動
支
援
施
設
の
中
核
拠
点
”と

し
て
の
使
命
・ 

役
割
り
を
心
し
、

ま
た
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

タ
イ
ミ
ン
グ
も
検
討
し
、本
年
も
、

区
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
一
層
、可

愛
が
っ
て
頂
け
る
施
設
を
目
指
し

企
画
・
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

理
事 

海
崎
真 

そ
し
て
、
待
ち
ま
し
ょ
う
。
つ
な
が
り
あ
う
日
ま
で
・
・
・ 



寒
く
て
も
暑
く
て
も
コ
ロ
ナ
で
も
野
外
活
動
中 

 

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

中
島
久
幸 

万が一のコロナ感染に備えて 

調べておこう 

 

か
つ
て
区
役
所
の
危
機
管
理
担
当
か

ら
「
特
に
予
知
が
困
難
な
地
震
に
対
し
て

は
、
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
有
効
で

あ
る
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

自
宅
と
か
外
出
先
で
大
き
な
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
そ
の
場
で
採
る
べ
き
行
動

を
朝
、
昼
、
夜
に
分
け
て
、
頭
に
描
く
訓

練
を
繰
り
返
し
行
う
。
そ
う
す
れ
ば
慌
て

な
い
た
め
、
安
全
に
行
動
で
き
る
。 

 

さ
て
、
今
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
感
染

し
た
場
合
に
と
る
べ
き
行
動
を
知
っ
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
発
熱
、
喉
の

痛
み
、
味
覚
が
な
い
な
ど
の
症
状
が
出
た

ら
、
先
ず
は
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
感
染

症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
４
４-

２
０

０-

０
７
３
０
）
に
連
絡
す
る
。 

 

質
問
に
答
え
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
、
指
示
さ
れ
た
場
所
で

検
査
を
受
け
る
。
検
査
の
結
果
が
陽
性
に

な
っ
た
ら
、
症
状
と
基
礎
疾
患
の
種
類
な

ど
に
応
じ
て
指
示
さ
れ
た
病
院
、
ホ
テ
ル

や
自
宅
な
ど
で
療
養
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
れ
ら
の
指
示
に
よ
る
場
合
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
費
、
病
院
や
ホ
テ
ル
で
の
日
用
品
を

除
い
た
療
養
費
は
無
料
で
あ
る
。 

 

意
外
と
意
識
し
な
い
の
が
、
残
さ
れ
る

同
居
の
家
族
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
濃
厚

接
触
者
と
認
定
さ
れ
る
と
、
症
状
が
な
く

て
も
感
染
防
護
対
策
が
必
要
な
た
め
、
滞

在
先
や
搬
送
方
法
を
探
す
の
に
苦
労
す

る
。
搬
送
に
救
急
車
や
タ
ク
シ
ー
は
使
え

な
い
。
独
り
で
も
日
常
の
生
活
が
送
れ
る

人
は
問
題
な
い
が
、
こ
れ
が
困
難
な
子
ど

も
や
高
齢
者
、
要
介
護
者
な
ど
が
残
る
場

合
は
、
先
ず
は
区
役
所
の
衛
生
課
（
℡
０

４
４-

９
６
５-

５
１
６
３
）
に
相
談
し
よ

う
。 

 

災
害
に
せ
よ
コ
ロ
ナ
に
せ
よ
、
「
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
で
あ
る
。 

災害への備蓄は怠りなく。コロナ感染でも役立ちます 

 

川
崎
市
黒
川
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
（
以
下
“
セ
ン
タ
ー
”
）
は
小
田
急

多
摩
線
黒
川
駅
南
口
か
ら
徒
歩
約
３
分
の

所
に
位
置
し
、
野
外
活
動
に
親
し
む
拠
点

と
し
て
区
民
に
お
馴
染
み
で
あ
る
。 

 

２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制

限
さ
れ
、
団
体
の
宿
泊
や
資
格
取
得
講
演

会
な
ど
の
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３
密
を
回
避

す
る
以
外
に
、
食
事
前
の
手
指
・
活
動
時

の
道
具
の
消
毒
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底

し
、活
動
を
中
止
せ
ず
に
頑
張
っ
て
い
る
。 

 

年
間
を
通
し
て
の
森
林
整
備
を
行
う「
ネ

イ
チ
ャ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
、
未
就
学
児

対
象
の
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
、
夏
の
「
Ｂ

Ｂ
Ｑ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
講
習
会
」
、
冬

の
「
し
め
縄
飾
り
作
り
」
な
ど
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
２
月
に
は
「
お

手
製
味
噌
作
り
」
を
計
画
し
て
い
る
。 

 

常
勤
ス
タ
ッ
フ
の
大
谷
遼

お
お
た
に
り
ょ
う

さ
ん
（
26
）

は
「
こ
れ
か
ら
も
寒
さ
暑
さ
に
負
け
ず
に

活
動
し
季
節
満
喫
だ
!!
」
と
意
欲
満
々
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
幼
児
向
け
も
多
数
あ
り

参
加
者
に
は
大
人
だ
け
で
な
く
幼
児
も
多

い
の
が
特
徴
。
現
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
地

は
全
て
セ
ン
タ
ー
だ
が「
今
後
は
セ
ン
タ
ー

へ
の
移
動
が
困
難
な
団
体
な
ど
に
は
セ
ン

タ
ー
か
ら
出
向
い
て
行
く
こ
と
を
考
え
、

そ
の
た
め
の
準
備
は
す

で
に
で
き
て
い
る
」と

大
谷
さ
ん
は
語
っ
た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

希
望
者
は
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
主
催
団
体
に
申

し
込
ん
で
ほ
し
い
。 

２歳児～３歳児を対象としたおさんぽクラブ
「森のようちえん」。泣いた子も最後は笑顔 

アウトドアでドラム缶を使っ
たピザ作り体験。メタルマッ
チの火起こしにも挑戦 

川崎市黒川青少年野外活動センター  
所在地：川崎市麻生区黒川313-9 

連絡先：Tel．044-986-2511（9～17時） 

    Fax．044-986-2522 

    Mail kurokawa@nots.gr.jp 

アクセス：小田急多摩線「黒川駅」 

     南口から徒歩約３分 

ＵＲＬ http://www.kurokawa-yagai.com/ 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

新
田
武
明 

写真提供：黒川青少年野外活動センター 



  

コ
ロ
ナ
禍
で
、遠
く
離
れ
て
い
る
家

族
や
友
人
と
の
会
合
、大
勢
で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
で
き
な
く
な
っ
た
。そ
ん

な
な
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
会
話
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス（
ツ
ー

ル
）
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。
最
初

は
安
全
性
へ
の
不
安
や
、面
倒
く
さ
い

と
い
う
理
由
で
躊
躇
し
て
い
た
筆
者
も
、

今
で
は
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、独
断
と
偏
見
を
交
え
た
本
音

の
レ
ポ
ー
ト
。 

 

私
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ズ
ー
ム
）
を
よ
く

利
用
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
Ｓ
ｋ
ｙ

ｐ
ｅ
（
ス
カ
イ
プ
）
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
動
画
チ
ャ
ッ

ト
を
使
う
こ
と
も
あ
る
。 

 

互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
相
槌
を
打
ち
、

頷
い
た
り
、
手
を
振
っ
た
り
、
す
ぐ
目

の
前
に
相
手
が
い
る
よ
う
な
感
覚
で
お

リ
モ
ー
ト
Ｍ
Ｔ
Ｇ 

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

コ
ロ
ナ
禍
が
問
う
も
の
を
考
え
る 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

仲
原
照
男 

取
材
・
文 

区
民
記
者 

佐
々
木
直
子 

 

毎
年
麻
生
市
民
館
で
開
催
さ
れ
る
平

和
・
人
権
学
習
講
座
。
今
年
は
「
コ
ロ
ナ

禍
を
機
に
私
た
ち
の
『
日
常
』
を
問
い
直

す
」
と
題
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
し
て

開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
発
行
の
と
き
、

ま
だ
開
催
さ
れ
て
い
な
い
３
回
目(

２
月

９
日)

、４
回
目(

２
月
16
日)
の
み
の
受
講

も
可
能
と
の
こ
と
だ
。 

 

３
回
目
は
、
「
買
わ
れ
る
子
供
た
ち
」

の
著
書
や
、
最
近
掲
載
さ
れ
た
「
『
援
助

交
際
』修
学
旅
行
に
行
き
た
く
て
ー
非
難

よ
り
支
援
『
一
緒
に
考
え
て
』
ー
」
な
ど

多
く
の
記
事
で
著
名
な
、朝
日
新
聞
編
集

委
員 

大
久
保
真
紀(

お
お
く
ぼ 

ま
き)

氏

に
よ
る「
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
考
え

る
」
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
増
え
て
い
る

と
い
わ
れ
る
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
、

そ
の
実
態
を
知
り
心
と
命
を
守
る
方
法
を

考
え
る
。
最
後
の
４
回
目
は
、
立
教
大
学

文
学
部
教
育
学
科
教
授 

和
田 

悠(

わ

だ 

ゆ
う)

氏
を
講
師
に
、
多
く
の
講
義

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
大

学
の
現
状
を
通
じ
、変
化
す
る
で
あ
ろ
う

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
。 

   

す
で
に
終
了
し
た
１
回
目
は「
映
像
と

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
」
。
多
数
の
受
賞

歴
が
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Ou
r P

la
n
e

t T
V

代
表
理
事
白
石 

草(

し
ら
い
し 

は

じ
め)

氏
を
講
師
に
、
報
道
と
正
し
い
情

報
の
捉
え
方
に
つ
い
て
考
え
た
。ま
た
２

回
目
は
、全
国
で
は
じ
め
て
罰
則
が
付
い

た
人
権
条
例
で
あ
る「
川
崎
市
差
別
の
な

い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

市
の
担
当
者
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
。

な
お
、５
回
目
の
石
堂
志
津
子
氏
は
次
年

度
以
降
に
延
期
と
な
っ
た
。 

ビジネスで利用するとき 

押さえておきたいポイント 

【会議前】あらかじめ参加者には

議題や資料を配布し、司会役は少し

早めにログイン。スムーズな進行の

ため、会議中に補助をしてくれる人

を決めて依頼しておくことも大事。 

【会議開始時】参加者が話しやす

い雰囲気をつくり、はじめて参加す

る人には自己紹介の場を設ける。会

議の「目的」や「ルール」を決めて

おき、共有しておくのがベター。 

【会議進行中】全員が参加できて

いるか気をつけながら進行しよう。

大勢の場合は発言するとき以外は

マイクオフにしておくのがスマー

ト。発言は自分の名前を名乗ってか

ら、できるだけ簡潔に。話の終わり

がわかるように「以上です」と加え

ることも大切！ 

【会議終了時】会議の振り返りと、

今後の予定を確認。時間に余裕があ

れば参加者の感想も聞いておこう。 

喋
り
が
で
き
る
の
が

特
長
。 

 

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
の
な
か
で
、お
す

す
め
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
。

画
面
の
切
り
替
え
が

好
き
な
よ
う
に
で
き

る
ほ
か
、
共
有
の
画
面
を
見
な
が
ら
写
真

や
書
類
、
動
画
の
確
認
も
で
き
る
。
音
声

も
途
切
れ
に
く
く
、
遅
延
も
少
な
い
。
パ

ソ
コ
ン
な
ら
登
録
を
し
な
く
て
も
参
加
可

能
。
録
画
も
で
き
る
。 

 

米
国
の
心
理
学
者
メ
ラ
ビ
ア
ン
に
よ

れ
ば
「
言
葉
や
声
よ
り
も
表
情
・
身
振
り

と
い
っ
た
非
言
語
情
報
が
、
相
手
を
好
意

的
に
感
じ
る
た
め
の
大
き
な
割
合
を
占

め
る
」
の
だ
と
い
う
。
通
信
環
境
に
問
題

が
あ
る
と
き
以
外
は
、
カ
メ
ラ
は
オ
ン
に

し
て
会
話
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

※ツールの利用料は基本無料ですが、時間制限などがあり。また、通信費はかかりますのでご自身の契約内容は要チェック 

麻
生
市
民
館 

平
和
・
人
権
学
習
講
座 

●平和・人権学習講座 
開催日時

10時～12時

会 場 麻生市民館

料 金 無料 

申 込 ＱＲコードから申込

問い合わせ 麻生市民館 

麻生区役所生涯学習支援課 

     (麻生区万福寺１-５-２) 

     Tel.044-951-1300 

過去の講義風景(講師は佐藤みのり

弁護士。今年はオンライン講義のた

めこうした光景は見られない) 

 

←受講の申込はここから 



「やまゆりニュース」第33号 発行日：令和3年2月1日 発行元：認定ＮＰＯ法人あさお市民活動サポートセンター Tel.044-951-6321 Fax.044-951-6467  

発行人：三好一義   編集人：佐々木直子  デスク：中島久幸  

★麻生市民交流館やまゆり 
【開館日】通常時 

   月曜～金曜 9時30分～17時 

      平日の夜間 ～20時15分、 

       土・日曜、祝日も予約をすれば利用可 

 休館：年末年始、施設点検日 

【アクセス】 

  小田急線「新百合ヶ丘」駅南口から徒歩約４分 

【ホームページ】 

 https://yamayuri.ne.jp/ 

詳細は、それぞれのチラシをご参照ください。開講月の１か月前までに公示されます。 
 

受講受付 開講月の前月１日から。先着順（定員になり次第締切） 

受講申込 チラシ裏面申込書に記入し「麻生市民交流館やまゆり」窓口へ持参、又はFAXで提出 

主催 認定ＮＰＯ法人あさお市民活動サポートセンター 

問合せ ☎951-6321    Fax.951-6467 

４ 月   受講受付：３月１日より  

 3日（土） 14時～16時   初心者のためのインスタグラム活用講座 一木 秀樹 

18日（日） 14時～16時   真向法体操 無理なく健康な身体を手に入れよう！ 征矢 光生 

23日（金） 10時～12時   貴方もフラガール！！ 五味 麻利子 

５ 月   受講受付：４月１日より  

8日（土） 14時～16時   詩吟でもっと元気になりましょう！ 三橋 扶美子 

15日（土） 14時～16時   乾物で防災食はこんなに変わる～もしもの時もいつものご飯～ 河原 みき 

29日（土） 14時～16時   人生100年時代、就職・転職・起業であなたの夢を実現しよう！ 
綿貫 理明 

瀬領 浩一 

６ 月   受講受付：５月１日より  

3日（木） 14時～16時   将棋入門 末永 久治 

5日（土） 14時～16時   SWOT分析のおけいこ 生野 逸夫 

12日（土） 14時～16時   数学の＜過去、現在、未来＞－特に日本人の貢献についてー 田中 俊行 

14日（月） 14時～16時   もし地球に鉄がなかったら 武田 鐵治郎 

24日（木） 14時～16時   『日常生活における”気の活用法”』実技指導  岡村 隆二 

29日（火） 14時～16時   終活でスッキリ人生を！ 村田 きょうこ 

7 月   受講受付：6月１日より  

15日（木） 14時～16時   共助（互近助力）で災害を乗り切る＆地域で考えるペット防災 河原 義文 

24日（土） 10時～12時   あっという間に読書感想文が書ける 魔法の質問 森岡 啓治 

25日（日） 10時～12時   消費者力アップでトラブルを防ごう！ 矢野   朗 


